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令和４年度まちぢから協議会連絡会委員　
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ロ
ナ
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目
に
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り
、
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地
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の
活
動
に
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い
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に
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で
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ア
フ
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に
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た
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で
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の
あ
る
行
事

も
行
わ
れ
る
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き
で
は
な
い
で
し
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う

か
。

　
ま
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連
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事
例
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今
後
の

地
域
づ
く
り
に
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か
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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編 集 後 記

　例年６月に開催する「茅ヶ崎市まちぢから協議会連絡会情報交換
会」は、各地区におけるまちぢから協議会の取組状況の発表等を実
施し、各地区の取組の活性化を図ってきました。
　令和４年度の情報交換会は６月25日（土）に、令和３年度に当会
の「防災部会」において実施した、各自治会の避難行動要支援者支援
に関するアンケート調査の結果を踏まえ、災害時の対応等について
をテーマとして開催しました。

　第１部の中島自治会のモデル事業は、国が定める「避難行動要支
援者支援制度」に基づき実施されたため、事業の進め方や避難行動
シートがとても細かく、全ての地区で同じことをするのは難しい部
分もあります。しかし、こういった課題は実際にモデル事業として
取り組んだからこそ見えてきたもので、その点は大変意義があった
ものだと思います。
　第２部の海岸地区の取組みは、災害時に真に支援が必要な要支援
者の避難支援をすることを目指し、行政の視点だけではなく地域だ
からこそできる取り組みとして、要支援者の状況に応じた避難行動
要支援者マップを作成しています。これは、地域住民に詳しく要支
援者とも日頃から接している「地域」だからこそ作れるもので、最低
限の個人情報さえあれば避難支援ができるといったことも、行政の
視点では中々気付けなかったことだと思います。

　今後、各地区でも避難行動要支援者の支援について更なる検討を
進めていただきますが、各地区の状況に応じたやり方で、できると
ころから少しずつ進めていき、いつ来るか分からない災害に備える
ことが必要だと考えます。

なお、コロナ禍による感染対策として会場の人数制限をしたことか
ら、第１部及び第２部については、当日会場へ出席できない方のた
めにZoomを活用した配信を行いました。

情報交換会の開催

避難行動要支援者支援制度のイメージ図

要支援者の避難のための取り組みイメージ図

　　「来たるべき日に備えて～
まちぢから協議会が力を発揮するために」

テーマ

防災対策課より中島自治会で実施しているモデル事業の中間報告
海岸地区まちぢから協議会の取組み事例の発表
意見交換
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